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研究の背景及び目的

お出かけの足の確保は喫緊の課題である。その実現のためには、投入した資
源、アウトカム、アウトプットの整理が必要となる。本研究では、社会的イ
ンパクト評価を用いて、お出かけの足の確保の評価を行っている。

期待される効果・応用分野

PDARUサイクル（Plan→Do → Access → Report & Utilize）による評価。既存のPDCAサイクル
と異なり、サイクルごとに参加者が増加することを意図して実施。
参加型計画への適用性が良い。
住民参加型交通への適用。

■ 共同研究・特許など
平野 里奈, 土井 健司, 猪井 博登, 青木 保親, 山崎
晴香：地域公共交通を対象とした社会的インパクト評価に関する研究
―地方路線バス網の再編を対象にー、土木計画学研究・論文集 第37巻（特集）、75 巻 6 号 p.
I_555-I_564 、2020 を参照のこと
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